
62Vol.いきいき 企業 あらおには優れた企業がいっぱい!

高浜613番地1 ☎68-6848
（有明クリーンセンター：大島新四ツ山1736-6 ☎57-8818）
■業種 産業廃棄物処理など
■従業員数 47人　■資本金 1000万円
■仕事内容 金属くず回収・処理、
　建造物解体、廃棄物処理など
■年間休日数 104日
■採用実績（中途採用込） R4：5人・R5：17人
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　創業以来、地域のニーズに応えること、地元雇用促
進を使命とし、働く人も会社も幸せにすることを大切
にしてきました。これまで県内の廃棄物は遠方まで運
ばれ、熊本地震で発生した大量の瓦礫処理にも苦慮し
たため、大型の焼却施設が必要だと強く感じました。
　そのためにも環境や地域住民のみなさんに配慮し
た高度な設備で、ごみ処理体制の充実と災害に強いま
ちづくりを実現したいと考え、多くの人から後押しを
いただくことができました。これからも安心安全な信
頼ある会社としてがんばってまいります。
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石崎 
のぶお

信雄さん代表取締役

荒尾の人々、地域の環境のため
喜んでもらえる事業を実行します
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わが社の 社員いきいきいきいき

でっかい施設で働くワクワク感
■入社何年目?
　センター開業と同時に新
規採用で入社しました。
■どんな仕事? 担当は?
　クレーンやフォークリフトを
操作し、ピット内のごみを投
入口に入れるなどのオペレー
ター業務を担当しています。
■この仕事を選んだ理由は?
　運転オペレーターの募集に興味を持ってエン
トリー。新しい事業にぜひ一から携わってみたい
と思いました。
■難しいところは? やりがいは?
　廃棄物や大型の機械を扱うので、きっちり手順を
踏んで安全には万全を期せるように訓練しています。
　社内は幅広い年齢層がいてみんな明るくて仲
良しですし、こんな県内最大級の施設を自分たち
で稼働させるので、作業にスケール感があって、
今はそれがとても楽しいです。
■目標とメッセージ
　24時間稼働する施設なので、夜間の少人数時
でも対処できるように、そして新人に指導するこ
とも見据えて、たくさん学び、全力を尽くしますの
で、ぜひ一緒に働きませんか?

　昭和30年に金属くず回収会社として創業。地域に密着
して環境課題に取り組み、建造物解体や金属類の再資源
化を担ってきました。さらに県内の焼却施設不足を解決す
るため、「有明クリーンセンター」を開業。多様な産業廃棄
物を受け入れ、九州一円のごみ処理効率を促進します。

焼却処理能力1日90t
有明クリーンセンター始動!

株式会社石崎商店 

環境に配慮した省エネ最新焼却設備で
循環型社会を荒尾から

イチ押し!イチ押し!ここが

　「有明クリーンセンター」は、扱いが困難な医療系廃
棄物や、破砕が必要な大型ごみまで幅広く対応可能。
県内の廃棄物を県内で処理することで、輸送によるコ
ストとCO2排出の大幅な削減を実現します。

オペレーター課
あらき

荒木 
かいり

海璃さん(22)

　焼却施設から回収した熱を利用したアワビの陸上養殖
やハウス農園を計画中。循環型地域社会を構築します。

焼却排熱を有効活用!

廃熱利用設備概要
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令和5年9月1日開業

令和5年度中学生の「税についての作文」（主催：税を考える週間実行委員会）に、荒尾・玉名地域の中
学生から1,045編の応募があり、本市からは次の4人の作品が優秀作品に選ばれました。その中から、
熊本県納税貯蓄組合連合会優秀賞を受賞した、海陽中3年・金 芝永さんの作品をご紹介します。

中学生の「税についての作文」
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■熊本県納税貯蓄組合連合会優秀賞
「税金について」

海陽中3年　
きむ

金 
じよん

芝永

■荒尾市教育長賞
「私たちを支える税」

海陽中3年　
ふじい

藤井 
しゅんりゅう  
舜龍  

■玉名地区納税貯蓄組合連合会会長賞
「私の知らない税金」

四中3年　
よしだ

吉田 
みゅう

珠悠

■荒尾市長賞
「税に対する私の意見」

三中3年　
なかやま
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ち　え

智瑛

優秀作品紹介
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